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性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
理
解
増
進

を
図
る
企
業
へ
講
師
を
派
遣
し
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
用
い
た
実
践
型
研
修

を
行
う
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
。
ま
た
、
登
録
企
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
金
融
業
な

ど
26
社
の
登
録
を
見
込
ん
で
い
る
。
取
組

内
容
と
し
て
８
項
目
40
指
標
を
設
け
て
お

り
、
一
つ
で
も
該
当
す
れ
ば
登
録
で
き

る
。
今
後
も
し
っ
か
り
広
報
を
行
い
、
登

録
企
業
を
増
や
し
て
い
く
。

令
和
４
年
７
月
に
埼
玉
県
性
の
多

様
性
を
尊
重
し
た
社
会
づ
く
り
条

例
が
成
立
し
た
が
、
本
条
例
に
基
づ
き
、

令
和
５
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
の
か
。
ま
た
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
方
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
取
り
組

む
企
業
を
登
録
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
そ

の
登
録
状
況
や
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。
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デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
効
率
的
な

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な
手
法
の
廃
止
に
向
け

た
具
体
的
な
工
程
を
示
す
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
か
。

国
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・
見

直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
ア
ナ
ロ

グ
規
制
の
見
直
し
に
向
け
た
工
程
表
を
作

成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
工

程
表
を
作
成
す
る
際
に
は
、
各
手
続
き
の

見
直
し
期
限
を
明
記
し
て
い
き
た
い
。
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デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
に
つ
い
て

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
理
解
増
進
に

つ
い
て

介
護
職
員
の
確
保・定
着
に
つ
い
て

Ｄ
Ｍ
Ｏ（
※
1
）の
機
能
強
化
に
つ
い

て

県
内
の
消
防
団
に
つ
い
て

若
年
層
の
人
口
減
少
な
ど
消
防
団

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
特
に
20
代
、
30
代
の
入
団
者
数
が
著

し
く
減
少
し
て
い
る
。
若
年
層
の
入
団
を

増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
消
防
団
を
身
近

な
も
の
、
自
分
事
と
し
て
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
若
年
世
代
の
現

役
消
防
団
員
が
出
演
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作

成
し
、
県
の
公
式
動
画
サ
イ
ト
へ
掲
載
す

る
ほ
か
、
新
た
に
立
ち
上
げ
た
埼
玉
県
消

防
団
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
興
味
を
持
っ
た
方
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
入
団
申
し
込
み
ま
で
で
き
る
仕
組
み
と

し
て
い
く
。

独
立
性
を
持
ち
、
自
由
な
発
想
で

能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
事
業

本
部
長
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
意
思
決
定
に
関
与
で

き
、
予
算
の
執
行
権
を
持
て
る
よ
う
に
す

る
な
ど
、
既
存
の
体
制
を
変
換
し
て
い
く
。

介
護
職
員
の
確
保
・
定
着
の
た
め

に
は
、
処
遇
改
善
が
重
要
で
あ

る
。
近
年
の
処
遇
改
善
加
算
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
ど
の
程
度
賃
金
が
改
善
し
た
の

か
。
ま
た
、
処
遇
改
善
は
十
分
と
考
え
て

い
る
の
か
。

平
成
24
年
度
に
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
、
令
和
元
年
度
に
介
護
職

員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
、
令
和
４
年
10

月
に
介
護
職
員
等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援

加
算
が
設
け
ら
れ
、
令
和
３
年
度
時
点
の

事
業
所
に
お
け
る
賃
金
改
善
月
額
は
５
万

６
１
５
７
円
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
も

全
職
種
の
水
準
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
。

少
な
く
と
も
、
全
職
種
と
同
程
度
の
水
準

と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
処
遇
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

予算特別委員会は32人の委員で構成され、県の予算案を集中的に審査す
るために設けられました。部局別質疑において事業内容などを詳細に審査し
た後、総括質疑では11人の委員が質疑に立ちました。
各委員の質疑に対し、一問一答の形で知事をはじめ執行部から答弁があり

ました。

令和５年度一般会計当初予算案などについて、部局別質疑が３月
７日から９日の３日間にわたり行われ、13日には総括質疑が、15
日には討論・採決が行われました。審査の結果２１件を原案の通り
可決すべきものと決定しました。
なお、一般会計当初予算案については、事業の執行に適切な対応
を求める附帯決議を付すことを賛成多数により決定しました。

観
光
地
域
づ
く
り
を
け
ん
引
す
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
機
能
強
化
の
た
め
、
事

業
本
部
長
を
外
部
登
用
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
能
力
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
に
職
場
環
境
を
整
え
て

い
く
の
か
。

県
内
の
消
防
団
に
つ
い
て
、
団
員

不
足
に
よ
る
活
動
の
低
下
が
見
ら

れ
る
。
消
防
団
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
認
識
を

踏
ま
え
た
令
和
５
年
度
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

用 語
解 説

予算特別委員会

部
局
別
質
疑
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
名
簿

（
令
和
5
年
3
月
17
日
現
在
）　

委員長
齊藤　正明
（自民）

副委員長
石渡　豊
（公明）

副委員長
高橋　政雄
（自民）

※2　EBPM
EBPM（証拠に基づく政策立案）とは、政策の企画をその場限りのエピソードに頼

るのではなく、政策目的を明確化したうえで合理的根拠に基づくものとすること。

※1　ＤＭＯ
観光地域づくり法人のこと。多様な関係者と協働しながら、明確なコンセプトに基づ

いた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施する
ための調整機能を備えた法人。


